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漆
う
る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

紙
文
書
を
詳
し
く
読
む
②

 

　
　

人
口
集
計
文
書

　

今
回
は
、
古
代
の
常
陸
国
の
人
口

を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
漆
紙

文
書
「
人
口
集
計
文
書
」
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
書
を
見
る
と
、
真
ん
中
の
下

段
に
、「
口
十
万
六
千
五
百
八
十
二
」

と
あ
る
の
が
読
め
ま
す
。「
口
」
と

あ
る
の
で
、
人
口
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
下
の

部
分
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
何
の
人

口
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
右
隣
の
行
を
見
る

と
、「
口
八
万
三
千
一
百
六
十
八
男
」

と
あ
る
の
で
、
右
側
に
は
男
性
の
人

口
が
書
か
れ
、
そ
の
左
側
に
は
女
性

の
人
口
が
書
か
れ
て
い
る
と
推
測
で

き
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
上

に
や
や
大
き
め
の
字
で
書
か
れ

た
数
字
「
萬
壱
仟
陸
伯
陸
拾
」

（
万
一
千
六
百
六
十
）
は
、
合
計
人

数
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
、
上
の
部
分
が
欠
け
て
い

る
た
め
、
何
万
人
で
あ
っ
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
程
の
男

女
別
の
人
口
の
合
計
18
万
９
７
５
０

人
と
は
、
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
再
び
文
書
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、左
上
に
「
奴
」

じ
ん
こ
う
し
ゅ
う
け
い
も
ん
じ
ょ

　

石
岡
市
で
は
平
成
20
年
４
月
か

ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ

収
納
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
忙
し
く
て
平
日
の
昼
間
、
時
間

が
取
れ
な
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
内
は
も
と
よ

り
、
日
本
全
国
、
休
日
夜
間
を
問
わ

ず
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
市

役
所
、
出
張
所
で
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
納
付
で
き
ま
す
。

　

石
岡
市
で
は
、
悪
質
な
滞
納
者

に
対
し
て
、
不
動
産
や
預
貯
金
の

差
し
押
さ
え
等
々
、
強
い
姿
勢
を

不 動 産  6 件
預 金 21 件
出 資 金 1 件
自動車登録 8 件
 合 計 36 件

 本年度累計 217 件

９月の差押件数夜
間
納
税
相
談（
毎
月
１
回
）

　

11
月
22
日
（
木
）

　
　

午
後
５
時
30
分
～
８
時

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
）

休
日
納
税
相
談

　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

来
年
４
月
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
ま
す
!!

滞
納
解
消
に
向
け

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
実
施

も
っ
て
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
実
施
す

る
「
タ
イ
ヤ
ロ

ッ
ク
」
は
、
タ

イ
ヤ
の
ホ
イ
ー

ル
に
装
置
を
固

定
し
走
行
で
き

な
く
す
る
も
の
で
、
従
来
の
車
の
差

し
押
さ
え
に
比
べ
効
果
が
あ
り
ま

す
。「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」
に
よ
り
完

納
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
公
売
に
よ

り
売
却
い
た
し
ま
す
。

「
婢
」
と
い
っ
た
文
字
が
あ
り
、
そ

の
上
に
は
数
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。「
奴
」
と
は
男

性
の
奴
隷
、「
婢
」
と
は
女
性
の
奴

隷
の
こ
と
で
す
の
で
、
こ
こ
に
は
奴

隷
の
人
数
が
書
か
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

う
考
え
る
と
、
先
程
の

「
万
一
千
六
百
六
十
」
と

い
う
数
字
は
、
こ
れ
ら

奴
隷
の
数
も
含
め
た
人

口
で
あ
っ
て
、
19
万
人

以
上
と
推
定
で
き
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
常
陸
国
の
総
人
口

を
示
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ほ
か
に
も

神
社
や
皇
族
・
貴
族
に

税
を
納
め
て
い
る
人
々
が
い
ま
し

た
。
こ
の
人
数
は
、
他
の
資
料
か
ら

３
～
５
万
人
程
度
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
常
陸
国
の
総
人
口

は
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
、
22
万

～
24
万
人
程
度
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

明
治
初
め
頃
の
常
陸
国
の
人
口
は

約
65
万
人
、
常
陸
国
と
下
総
国
の
一

部
か
ら
な
る
茨
城
県
の
現
在
の
人
口

は
約
３
０
０
万
人
。
そ
の
変
化
の
様

子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

▲
▲

人 口 集 計 文 書

時
の

記
憶

広報いしおか　№５０　２０

●
納
税
で
き
る
税
金

　

・
市
県
民
税　

　

・
固
定
資
産
税

　

・
軽
自
動
車
税

　

・
国
民
健
康
保
険
税

　

・
介
護
保
険
料

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
予
定
）

※
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
」
の
詳
細
は
、

再
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



歌 声 喫 茶

　第 82 回 まちかど音楽祭　　
まちかど情報センターニュース ☎ 27－5171

詳しい内容は、まちかど情報センターまで。駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営を行っています

☆ 11 月のコミュニティ … どなたでも参加できます
◆第 83 回  まちかど音楽祭     11/25（日）    14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　 11/10（土）   14：00
◆折り紙教室　　　　　　　 11/24（土）   13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　 　 10：30
◆心と体の健康相談 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　　 10：00
◆日本語教室　　　　　     　　   毎週金曜　　 10：00
◆ちりめん小物つくり　　　　第 1･3 土曜   11：00

11月 25日（日）14:00〜

11月 26日（月）・12月３日（月）午後２時～４時

早いと思っていても、あっという間に年末に !!
あわてないために、今年は早めに作ってみませんか？

パソコンで年賀状

各回５名募集　会費 1,000 円

　石岡ロータリークラブ主催の講習会が、残暑の中
25 人が参加し、行われました。初動の処置、人工
呼吸、心臓マッサージ、ＡＥＤ（石岡ロータリーク
ラブより寄贈）の使用による処置などを施し、救急
車が到着するまで繰り返し続ける…救命活動は、想
像していた以上に体力を要するもので、多くの人の
協力がどんなに大切か、正式な講習を受けることで
落ち着いて迅速に救命活動を行えるようになること
を実感しました。まちかどでは、今後も講習会を企
画していく予定です。

救命講習会を開催しました

まちかど音楽祭

楽しく口ずさんで見ませんか？
出演：橋本　実
曲目：小さい秋見つけた、
川の流れのように、高校三年生

第７回市内高等学校合同作品展
　12 月に、市内４校による作品展を開催しま
す。詳細は、12 月の広報でお知らせします。

秋の美術展開催
11月９日（金）〜21日（水）

ちぎり絵、淡彩画、水彩画、３Ｄ

　　

■ 問い合わせ　石岡市立中央図書館  
　　　　　　　   ☎２４‐１５０７

図書館つうしん
《図書館利用カードをお持ちの方へ》

　図書館利用カードの有効期限は、３年間となってい
ます。平成 20 年１月から、有効期限の近づいた方に
は、貸し出しの際などに随時お知らせしますので、更
新の手続きをお願いします。
　更新には、利用カードの他に住所の確認ができるも
の（運転免許証・保険証・学生証など）が必要です。
また、 原則として本人が来館した際に更新手続き願
います。　

【休  館  日】
 11 月　3・5・12・19・23・26・30 日
 12 月　3・10・17・23 ～ 25・29 ～ 31 日

◆ 17 日（土）　14：30 ～（約３０分）
《11 月のおはなし会》中央図書館２階

◆ 10 日（土）　14：3０～（約３０分）
《11 月のおはなしフレンズ》中央公民館和室

＊対象は、幼児から小学校中学年ぐらいまで。また
　興味がある方はぜひお出でください。

◆ 10 日（土）　14：30 ～（約３０分）
《11 月のおはなし玉手箱》中央図書館２階

ホームページ　http://www.city.ishioka.lg.jp
Ｅメール　toshokan@city.ishioka.lg.jp

《イベント広場駐車場の利用について》
　11 月半ばから 12 月末にかけて、発掘調査
のため駐車場の利用ができません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解のうえご協
力をお願いします。

２１　広報いしおか　№５０



　　　

　　　　　　　　　　　

　

　　　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

　石岡市には、豊かな自然や古くか
らの美しい景観がいたるところに
残っています。
　晩秋の１日、八郷地区のまちの魅
力を訪ねてみませんか？

◆日時　11 月 30 日（金）
　　　　午前９時 15 分～午後５時
　　　　※雨天決行
◆出発時間（市公用バスを利用）

　　市役所本庁舎　午前９時 15 分
　　八郷総合支所　午前９時 30 分
　　※どちらも正面玄関前に集合。
◆訪問地

　　菖蒲沢薬師古道→国民宿舎「つ
　　くばね」→駒村清明堂（杉線香）
　　→峰寺山西行院→地磁気研究所
　　※天候により変更があります。
◆参加費用　1,200 円（昼食代と
　　して当日お預かりし、「つくば
　　ね」での食事となります）
◆申込方法　電話で、住所・氏名・
　　電話番号・乗車場所をお知らせ
　　ください。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
布
団
干
し

に
欠
か
せ
な
い
物
干
し
竿
や
物
干
し

台
は
、
持
ち
運
び
が
困
難
な
商
品
だ

け
に
、
家
の
近
く
ま
で
来
て
く
れ
る

移
動
販
売
は
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　

し
か
し
、最
近
は
こ
の
物
干
し
竿
・

物
干
し
台
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

【
事
例
】

「
２
本
で
１
０
０
０
円
」
と
流
し
な

が
ら
、
移
動
販
売
車
が
近
く
に
来
た

の
で
呼
び
止
め
た
。

① 

注
文
し
た
ら
、
錆
び
な
い
ス
テ
ン

レ
ス
製
を
理
由
に
１
本
２
０
０
０
０

円
を
請
求
さ
れ
た

② 

値
段
を
聞
い
て
も
答
え
ず
、
注

文
を
し
て
い
な
い
の
に
、
竿
を
切
っ

て
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
製
だ
か
ら
と
１

本
１
５
８
０
０
円
を
請
求
さ
れ
た

③ 

物
干
し
台
も
腐
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
た
の
で
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
取
り

付
け
が
終
わ
っ
て
か
ら
48
万
６
千
円

を
請
求
さ
れ
た

【
問
題
点
】

◇ 
呼
び
か
け
と
は
別
の
高
額
な
商
品

　

移
動
販
売
の

　
　
　

物
干
し
竿
購
入
に
注
意
!!

まちウォッチング参加者募集

 女性のための困りごと相談  
　　　　　　　13: 30〜 16:00

～ ひとりで悩まず、
　　　　　ぜひご相談ください ～
■市役所１階相談室　毎週木曜日　
■中央公民館相談室（八郷総合支所隣）
　毎月１回（今月は 11 月 27 日）
■問い合わせ・相談予約先　
　市役所 企画課 男女共同参画担当
　☎ 23 - 1111（内 222）
　

～まちの活性化を考えませんか？ ～

◆申込期間　11 月 12 日（月）～
　　　　　　　　　　　22 日（木）
◆募集人員　20 名（定員になり次第
　　　　　　　　　　締め切ります）
◆その他　菖蒲沢薬師古道は、起伏
　のある行程を往復約１時間歩きま
　すので、歩きやすい服装・靴で参
　加ください。
◆申し込み・問い合わせ

　市役所 企画課 男女共同参画担当
　☎ 23-1111（内 222）

●主催　石岡市

　

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午

後
４
時
30
分

を
売
る

◇ 

正
確
な
価
格
を
告
げ
て
い
な
い

◇ 

高
額
で
あ
り
な
が
ら
現
金
で
支
払
う

◇ 

竿
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
物

干
し
台
の
設
置
で
、
買
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
す
る

◇ 

断
る
と
す
ご
ま
れ
て
、
仕
方
な

く
支
払
う

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◇ 

移
動
販
売
等
の
販
売
業
者
へ
声

を
か
け
る
の
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

◇ 

宣
伝
や
呼
び
か
け
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
購
入
前
に
金
額
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

◇ 

領
収
書
や
契
約
書
等
は
、
必
ず
そ

の
場
で
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
（
渋
る

時
は
注
意
）

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※まちウォッチングは、「石岡ハーモ
ニーネット」との協働事業です。
　石岡ハーモニーネットは、食・子
育て・国際交流・情報発信・環境問
題など、さまざまな分野で活躍して
いる市内グループのネットワークで、
まちの活性化を目指し、男女共同参
画の視点からまちづくりを考えてい
ます。

▲昨年の様子
　（写真提供：石岡ハーモニーネット）

広報いしおか　№５０　２２



   

小
学
生
「
俳
句
」

　

今
月
は
、「
市
民
ず
い
ひ
つ
」
に

変
え
て
東
成
井
小
学
校
の
児
童
の
作

品
を
掲
載
し
ま
す
。

　

東
成
井
小
で
は
、
総
合
的
な
学
習

　
　
　
　
　

   

茨
城
二　

 

鈴
木　

  

緑

遣
水
に
萩
の
紅
ゆ
れ
暮
れ
な
ず
む

礎
石
に
し
の
ぶ
毛
越
寺
は
雨

南
台
一　

元
木　

正
子

垂
直
に
切
り
立
つ
岩
の
景
勝
地
塔
の

へ
つ
り
に
足
竦
み
立
つ

村　

上　

小
松　

好
子

遠
き
日
の
子
等
の
歓
声
よ
み
が
え
る
雪

渓
煌
め
く
焼
岳
の
映
像
に

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

昨
日
よ
り
わ
づ
か
に
涼
し
立
秋
の

庭
面
を
よ
ぎ
る
暮
れ
ぐ
れ
の
風

金　

指　

小
松
崎
静
子

月
蝕
に
思
ひ
馳
せ
つ
つ
あ
す
の
夜
の

晴
る
る
を
願
ふ
照
る
月
の
下　
　
　

柴　

内　

飯
嶋
よ
う
子 

様
々
な
虫
の
合
唱
よ
「
暑
い
」「
暑

い｣

思
い
つ
つ
い
る
に
早
も
立
秋           

           

柴　

内　

 

羽
生　

俊

参
院
選
平
和
な
世
の
中
念
じ
つ
つ

吾
が
一
票
を
無
駄
に
は
せ
ず
と

　
　
　

        

山　

崎　

 

荒
井　

幸
子

装
ひ
も
新
ら
し
く
旅
発
ち
待
つ
如
し

「
筑
波
か
す
み
」
は
慈
愛
に
満
ち
て

　
　

俚

謡

　
　
　

国
府
六　

大
西　

和
子

庭
に
打
ち
水　

吹
く
風
受
け
て

　

親
父
苦
戦
の　

将
棋
盤

　
　

俳

句

　
　

国
府
四　

大
場　

和
子

羅
の
女
上
手
に
風
を
着
て　
　
　
　

旭
台
一　

綿
引
さ
か
え

標
的
が
い
つ
も
外
れ
る
案
山
子
の
矢

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

消
せ
ぬ
も
の
を
記
憶
と
い
へ
り
威
し
銃

府
中
三　

赤
津
美
智
子

新
涼
や
掌
に
し
た
た
ら
す
化
粧
水

三　

村　

 

今
泉　

し
げ

秋
め
く
や
一
息
つ
け
る
洗
濯
機

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

身
の
か
な
め
き
し
ん
で
待
た
る
秋
の
風

嘉
良
寿
理　

島
田
美
佐
生

枯
れ
し
ま
ゝ
墓
碑
に
傾
く
盆
の
供
華

吉　

生　

土
佐　

汀
風

空
蝉
の
す
が
り
て
卒
塔
婆
古
り
に
け
り

柿　

岡　

大
塚　

博
子

飲
み
水
を
手
提
げ
袋
に
日
の
盛
り

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

せ
せ
ら
ぎ
に
洗
ふ
土
産
の
茗
荷
の
子

  　

    

短

歌

　
　
　
　

東
石
岡
三　

田
村　

満
佐

雛
あ
ま
た
つ
れ
し
小
綬
鶏
朝
の
窓
開
き

ゐ
る
庭
か
け
ぬ
け
て
行
く

　
　
　
　

   　

貝
地
一　

鳥
羽　

  

孝

車
内
に
て
メ
ー
ル
と
化
粧
に
夢
中
の

娘
大
和
撫
子
は
死
語
と
な
り
し
か

文
芸
い
し
お
か

　
　
　
　

     

総
社
二　

鈴
木　

虚
心

首
に
飾
っ
た　

宝
石
よ
り
も

　

草
を
と
る
娘
の　

玉
の
汗

国
府
六　

篠
塚　

あ
い

秋
の
七
草　

見
事
に
咲
い
て

　

月
も
見
て
い
る　

涼
し
縁

国
府
二　

篠
原
美
千
代

夫
婦
仲
良
く　

一
つ
の
傘
で

　

越
え
て
来
ま
し
た　

い
ば
ら
道

杉
並
一　

岩
城　

正
志

茂
る
夏
草　

鎮
守
の
森
は

　

虫
と
蝉
と
の　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

杉
並
四　

助
川　

浩
史

僧
の
説
法　

笑
い
を
ま
ぜ
て

　

真ま
こ
と実

教
え
る　

生
き
る
道

下　

林　

額
賀　

力
江

妻
の
笑
顔
が
支
え
と
な
っ
て

　

や
る
き
出
さ
せ
る　

気
の
配
り

下　

林　

関
口
み
ど
り

顔
は
育
ち
か
気
品
の
娘

　

交
す
挨
拶　

親
ゆ
ず
り

柿　

岡　

鈴
木　

千
代

取
れ
た
ギ
ブ
ス
に
嫁
付
き
添
っ
て

　

母
と
笑
顔
の　

散
歩
道

下　

林　

上
野　

千
代

あ
し
た
ま
た
ね
と
下
校
の
子
等
が

　

交
す
笑
顔
の　

別
れ
道

　

会
員
30
名
で
相
互
の
親
睦
と
菊
の
栽

培
技
術
の
向
上
を
目
標
と
し
て
活
動
に

励
ん
で
い
る
。

　

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
、
落
葉
集
め
や

腐
葉
土
作
り
、
培
養
土
の
調
整
な
ど
の

作
業
を
す
る
。
4
月
下
旬
か
ら
5
月
上

旬
に
挿
芽
を
し
て
栽
培
が
始
ま
り
、
10

月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る

菊
花
展
示
会
を
目
指
し
て
半
年
間
肥
培

管
理
に
精
を
出
し
て
い
る
。　

　

会
の
メ
イ
ン
の
行
事
で
あ
る
菊
花
品

評
会
（
展
示
会
）
を
中
央
公
民
館
で
開

催
す
る
。
品
評
会
に
は
、
盆
養
作
り
、

だ
る
ま
作
り
、
福
助
作
り
、
切
り
花
の

四
部
門
、
14
種
目
に
亘
っ
て
審
査
員
の

審
査
に
よ
り
、
出
来
栄
え
を
競
い
合
う

の
で
あ
る
。

　

会
員
の
半
数
以
上
の
方
が
、
茨
城
県

菊
花
連
盟
主
催
の
菊
花
展
（
笠
間
稲
荷

神
社
）
に
出
品
し
て
、
多
数
の
方
が

上
位
入
賞
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
日

本
菊
花
展
で
日
本
一
に
な
っ
た
方
も
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
会
の
栽
培
技

術
が
向
上
し
て
い
る
と
思
う
。

文
化
協
会
だ
よ
り

八
郷
養
菊
会
活
動
概
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

清

の
時
間
に
荒あ

ら
い
り
つ
ざ
ん

井
栗
山
先
生
を
招
い
て

俳
句
作
り
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
教
え
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
７
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
一
日
を
振
り

返
っ
て
は
一
句
、
遠
足
に
い
っ
て
は

一
句
と
日
記
代
わ
り
に
俳
句
を
つ
く

り
、
楽
し
く
ク
ラ
ス
で
読
み
あ
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
今
、東
成
井
小
で
は
、

栗
山
先
生
の
「
俳
句
は
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
で
き
る
」
の
教
え
通
り
、
小

さ
な
俳
人
た
ち
が
育
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

５
年　

鈴
木　

美
穂

ス
イ
カ
食
べ

　
　

た
ね
を
飛
ば
し
て
大
さ
わ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

５
年　

大
和
田
彩
夏

み
な
の
顔
赤
青
て
ら
す
大
花
火

　
　
　
　
　
　
　

５
年　

中
澤　

知
穂

ひ
ま
わ
り
が

　
　
　

私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

５
年　

奥
村　

和
哉

夏
休
み
終
わ
っ
て
み
ん
な
真
っ
黒
だ

　
　
　
　
　
　
　

５
年　

鈴
木　

千
絵

朝
顔
の
色
は
む
ら
さ
き
庭
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　

６
年　

飯
島　

雅
也

夏
祭
り
太
鼓
の
音
の
遠
く
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

６
年　

太
田　

祐
輔

公
園
の
桜
大
木
に
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　

６
年　

飯
村　

亮
介

こ
の
空
に
願
い
た
く
し
て
天
の
川

　
　
　
　
　
　
　

６
年　

鈴
木　

進
也

森
林
の
樹
液
す
っ
て
る
カ
ブ
ト
虫

　
　
　
　
　
　
　

６
年　

長
谷
川
詩
歩

風
鈴
の
音
色
を
聞
い
て
過
ご
し
て
る

２３　広報いしおか　№５０
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わが家の アイドル

小川　愛
あい

 ちゃん（1歳８か月）
南台三

とっても明るく歌が大好きで、みんな
を和ませてくれる女の子です。
パパ・ママから　元気で思いやりのあ
る子になってね♥

萩原　愛
まなみ

美 ちゃん（５歳９か月）右　
　　　   千

ちなつ

夏 ちゃん（３歳２か月）左
 若宮一

パパ似の仲良し姉妹です。毎日２人で
元気に飛び回っています。
パパ・ママから　いつまでも２人仲良
く、元気に育ってね♥

鈴木　快
かいと

渡 ちゃん（３歳10か月）
　　南台一

鉄道が大好き！特に貨物列車を見ると
大はしゃぎです。
父・母から　食べて遊んで大きくなって
ね♥

美　術　館

第７回全国こども陶芸展inかさま
市内の小中学生が受賞！

　全国の小中学生を対象とした「第７回全国こども陶芸展
inかさま」（茨城新聞社、笠間市などが主催）において、市
内の小中学生が、B部門（小学４～６年生）とC部門（中学生）
で特別賞に輝きました。

Ｂ部門
　笠間焼協同組合理事長賞
　　　「太陽の下で」
青
あおき

木 裕
ゆうこ

子さん（石岡小４年）

C部門
　県 知 事 賞
　「天変地異、そして希望。」
梶
かじたに

谷　慧
けい

さん（柿岡中３年）

能に親しむ会
演目　狂言　清　水　野 村　万 作
　　　能　　紅葉狩　山 中　一 馬
日時　11月17日（土）
　　　午後6時開演
場所　市民会館　大ホール
会費　ＳＳ席　5,000円
　　　Ｓ　席　4,000円
　　　Ａ　席　3,000円
　　　Ｂ　席　2,000円
　　※当日券は500円増
チケット販売場所　市役所  商工観光課
　　　　　　　　　八郷総合支所  商工観光課
　　　　　　　　　石岡市観光案内所
　　　　　　　　　まち蔵藍・石岡市民会館
主催　石岡市・石岡市観光協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ 問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　市役所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎23-1111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内413）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　市役所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎23-1111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内413）
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